
7 ■ うみんど 第 46号 

こんにちは！ 展示交流員です。 
 

 

交
流
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ー
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私たちは、琵琶湖博物館の案内だ
けでなく、展示を通してみなさん
と交流し、みなさんに身近な自然
や生活へ目を向けていただく『か
けはし』となっています。どうぞ
お気軽にお声をかけてください。 

昔の道具は、将来に 
役立つ財産です 
主任学芸員（民俗学） 

中藤容子 

　滋賀県内には、古代から

続く古い集落があちこちにあり、

昔ながらの木造家屋や土蔵

がまだまだ残っています。時

折「古い昔の道具はいりま

せんか？」と電話があり、蔵

の中を見せていただくことが

あります。 

　身の引きしまる思いで暗い

蔵の中に入り、じっくりと丁寧

に、お家の方のお話を聞きな

がら丹念に見ていくと、一つ

ひとつのモノがつながり、衣

食住や生業の様子が見えて

きます。地域にあるものを使い、

知恵を使って工夫する暮らし

です。電気がなくても動き、

身近にあるもので修理し使い

続けることができる道具も少

なくありません。 

　地球にやさしい暮らしを支

えるこれらの道具は、きっとこ

れからの我々の暮らしにも役

立つことでしょう。そこで、そ

の価値を伝えるために、古

い道具は、できるだけ使われ

ていた地元に近いところで収

蔵し、実際にその道具を使

うことができるよう細かい付属

品も残さず収集しようと、でき

る限りの努力をしています。 

　モノも、使う技も、失われ

ようとしている今、

志を同じくする方々

と一緒に、昔の

道具の価値をこ

つこつ掘り起こし、

次の世代へ伝え

ていくことが、博

物館学芸員とし

ての私の使命で

す。 
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　「交流員と話そう」からの取
材です。来館者の方とどんな
交流があったのでしょうか。今
回は水族展示室の「カイツブ
リ」をテーマにした2人の交
流員さんです。 
 
『カイツブリ』（中江交流員） 
　テーマを選んだ理由は？ 
 
　カイツブリは潜水が上手
な水鳥です。繁殖期にはつ
がいで生活し、水草で浮き
巣を作ります。水草だけで
なく流れ着いたさまざまな
ゴミで作っていることもあ
り、自然をどれだけ汚して
いるかをカイツブリの巣に

教えられたように思います。
生態や行動だけでなく、環
境という側面からも興味を
持ちました。 
 
　お客さんの反応はどうで
すか？ 
 
　カイツブリが水中に潜る
と、ほとんどの方が「キャ
ーかわいい」、「上手ね」と
無邪気に喜ばれます。どち
らかというと、子供さんよ
り大人の反応がよいです。 
 
『滋賀県の鳥「カイツブリ」』
（吉岡交流員） 
　どのような内容ですか？ 

　水鳥のコーナーはお客さ
んに大変人気があります。
ここにいるカイツブリとい
う鳥は、別名を「鳰

にお

」とい
い滋賀県の「県鳥」にもな
っています。鳥の羽につい
てお話ししています。 
 
　手に持っているのは鳥の
羽ですか？ 
 
　カイツブリの羽ではない
のですが本物の鳥の羽です。

お客さんにルーペで見ても
らうのです。拡大すると面
ファスナーのような構造で
連結することができるよう
になっているのがわかりま
す。これは羽を一体化させ
るためです。 
　また、カイツブリは潜水
しても体に水が付きにくく
なっていますが、それは尾
の付け根から分泌される脂
を羽に塗っているからなの
です。 

▲博物館の屋外展示には、はしかけ会員とともに作る 
　田んぼと畑、昔のくらしを体験する生活実験工房がある。
「おりばたけ」では「近江はたおり探検隊」が綿や藍、
青花を栽培している。（2006年7月　辻川智代撮影） 

▲ハイカブリオニタケ 

▼巣別れのミツバチ 

中江交流員（左）と吉岡交流員（右） 
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